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本論の目的は，スタンダールの三つめの小説『リュシアン・ルーヴェン』において，幸福な時

がどのように語られているかを検討することにある。このように問題を設定した場合，スタンダ

一ルの他の小説に比して，この『リュシアン・ルーヴェン』を特色づけるものとして，次のよう

な二つの点を指摘することができる。まず，第一に，一八三四年五月から一八三五年にかけて執

筆され，結局は未完に終わったこの作品に関して，スタンダールが幸福な結末を予定していたと

いう点である。一八三五年一月二十七日付の「プラン」に依れば，主人公リュシアンは破産し，

大使館の書記官の職をも失った後に，シャステレール夫人と再会，結婚することになっていた1）。

このように，幸福な結婚をもって物語を終わるというやり方は，ジャン・ルーセも指摘している

ように，スタンダールにおいては他に例がない2）。彼の他の小説作品の中では一『イタリア年代

記』等の中短編をも含めて一，情熱的恋愛は死を以てしか，あるいは何らかの条件付でしか成

就されない3）。従って，このような観点から見ると，『リュシアン・ルーヴェン』はスタンダール

の小説の中では例外的な作品と見なすことができるであろう。

次に，ηユシアンの「精神的なbabilanisme4）」に言及しておきたい。この「逆ヒーロー」が陥

った状況は，ジルベール・デュランによって綿密に検討されている5）。富裕なブルジョワ家庭の一

人息子として生まれたリュシアンは，物語の冒頭からありとあらゆる天の恵み（あるいは，父ル

一ヴェン氏の恵み）を一身に受け（あるいは，その恵みに行く手をはばまれて），その結果，彼自
ヒーロー

身の人生を歩み出す前から，英雄たる資格を失っている。金権が国家を支配する七月王政の下，

あまりに寛大な銀行家の父親の影で，この甘やかされた息子リュシアンは，恋愛の他に自我を解

放し，自己の人格を開花させるための方法を特に持たなかった。「凡庸さの小説6）」とならないた

めには，『りユシアン・ルーヴェン』は恋愛小説以外の何物にもなり得ないのである。

しかるに，既に物語の第一部においてリュシアンは，彼の幸福の鍵となる存在シャステレール

夫人と出会い，二人の恋愛が物語の主要な筋となって展開されてしまう。そのため，第二部に登

場する第二の女性人物グランデ夫人は，主人公の心の中でも，また，物語の構成上も，果たすべ
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き役割を持たない。一方では，リュシアンは，物語の冒頭から，ジュリアンのように出世の階段

を登る必要がない。他方では，第一部でもはや彼の心はシャステレール夫人に定められてしまっ

ている。ところがスタンダールは，最初，この小説を三部構成にする計画を立てていた7）。このよ

うな主人公にとっても，また，作者にとっても手詰まりな状態を考慮に入れた時，スタンダール

が予定していた例外的な「ハッピー・エンド」が，物語を二部，三部へと進展させようとする彼

自身の意図と衝突し，作品を未完に至らしめたと考えられるのではないか？

そこで，ここでは専ら，作品の第一部を分析の対象とする。我々は，我々の原則にのっとって，

三つの幸福の場を選択した8）。即ち，テクストの中に出現する順に並べると，

1）シャステレール夫人の窓の下，あるいは，ラ・ポンプ街

2）『緑の猟人』亭

3）シャステレール夫人の客間につづく図書室9）。

これらの三つの特権的な場所で起こる一連の出来事は，各々，主人公とシャステレール夫人の恋

愛の重要な三段階を構成する。そして，それらの出来事がどのように語られているかを検討する

ことによって，幸福な時が物語内容（histoire）において占めている位置を明らかにし，また，語

りの方法がどのように内容と結びついているのかを示し，更に，小説の構成とそれが未完に終わ

ったことについて我々が先程立てた仮説に答えを探してみたいと思う。

1．シャステレール夫人の窓の下，あるいは，ラ・ポンプ街

Ce　qu’il　y　a　de　pis，［．．．］，　c’est　qu’elle（la　chute）aeu　des　spectateurs，［．．．］10）．

シャステレール夫人の眼前で，二度目の落馬をしてから数日の後，リュシアンは心優しいテオ

ドランド・ド・セルピエール嬢に自分の不運をこう語った。彼は，ラ・ポンプ街にあるシャステ

レール夫人の住居，ポンルヴェ邸の前で二度続けて落馬している。従って，このラ・ポンプ街は，

リュシアンにとって，彼のナンシー到着直後から，名誉失墜の場，「不幸11）」の場となり，虚栄心

を傷つけられた彼は，この「彼が馬から落ちるのを見た12）」貴婦人を追い求めることになる。馬で

ラ・ポンプ街を行くリュシアンと窓の向こう側からその姿を窺うバチルドー・一二人の視線が交錯

するリュシアンの最初の落馬の場面は，即ち二人の出会いの場面である。そこで，視点の問題一

一語りのパースペクティヴ（perspective　narrative）がどのように方向づけられているのか13）一

に注目しつつ，同じくこの第一の幸福の場ラ・ポンプ街を舞台とする他の場面とも比較しながら，

この出会いの場面を分析してみたい。

リュシアンが初めて落馬する場面は，ポンルヴェ邸とシャステレール夫人の描写から始まる14）。
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ポンルヴェ邸，ヒウイン共にこの場面で初めてテクストに登場し，リュシアンの目を通して描か

れている。ここでは，内的焦点化（focalisation　interne）15）が厳密に適用されており，知覚の対象

は外側からしか描かれない。ポンルヴェ邸もシャステレール夫人も，この場面ではまだ名づけら
●　　　●　　　　　　　　　　●　　　●

れることなく，ある館，ある若い婦人に留まっており，読者もリュシアン以上に情報を得ること

はない。そのため，この場面の第ニパラグラフを結ぶ自由間接話法を16），現れたばかりの美しい女

性を前に夢想に耽るリュシアンの物語化された独白（monologue　narrativis6）17）と解釈すること

が出来るのである。

既に，この最初の落馬の場面に先立つ件において，この場面程厳密ではないにせよ，物語言説

（r6cit）は主人公の知覚を通して焦点化されつつある。ナンシーの街の描写では，リュシアンの

目が捉えた街の不潔さ，陰気さが強調され，無名の証人の観察よりも，主人公の主観的な印象が

勝っている。ある場所や登場人物が物語に初めて現われる際，描写するのに用いられる「視野の

制限18》」一スタンダールにおいても，稀な方法ではない一の一例と見倣すことが出来よう。

ところが馬から落ちるや，リュシアンは観察者の資格をも失うことになる。

［．．．］；Lucien，　les　yeux　fix6s　sur　la　fenetre　vert　perroquet，　donna　un　coup　d’6peron　a　son

cheva1，　qui　glissa，　tomba　et　le　jeta　par　terre．

Se　relever，　apPliquer　un　grand　coup　du　fourreau　de　son　sabre　a　la　rosse，　sauter　en

se11e　fut，　a　la　v6rit6，1’affaire　d’un　instant；［．．．］19）．

ジェラール・ジュネットはその『物語のディスクール』の中で，『パルムの僧院』の一節を引用し

ながち，彼が「内的焦点化」と呼ぶものの逆説を解説している2°）。ジュネットに依れば，この物語

叙法の原則は誰かが見たもの，知覚したものを語ることにあり，その結果，焦点となる人物の姿

は決して見られることがない。つまり，この人物の外観を描写したり，その思考や感情を客観的

に分析したりしてはならないのであって，そのために，内的独白の場面を除いては，この叙法を

厳密な形で適用することが難しくなる。上に引用した文章においては，リュシアンの行為が列挙

され（単純過去形に活用された動詞が四つ，不定法が三つ。），読者はひとつひとつ，彼の動作を

追って行くことになる。彼の行動は描写されているとは言わないまでも，報告されているのであ

り，リュシアンは観察者というよりは寧ろ観察の対象となっている。嘲笑の的になったリュシア

ンは，自分がみられていることに気づく。しかし，一体誰に見られているのか？　あの金髪の若

い婦人に一ここで既に視点は再びリュシアンに戻っている。

Lucien　remarqua　que　Ia　dame　aux　cheveux　d’un　blond　cendr6　souriait　encore，［＿］21）．
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このように，この出会いの場面においては視点の変更は束の間の，捉え難いものであり，物語言

説のレヴェルでは，ここでリュシアンを観察し嘲笑しているのはシャステレール夫人ではなく，

語り手であると考えられる。

リュシアンの二度目の落馬の場面になると，視点の移動はより明白なものとなる22》。そこでは，

窓の陰に隠れているシャステレール夫人の存在と彼女の内面が，ほんの数行の間だけではあるが，

物語の中で初めて顕にされる。場面の冒頭で見る主体となっているのは，出会いの場面と同様に

リュシアンである。しかるに，彼は直ぐに馬から落ちて，そして窓辺のカーテンが引かれる。

116tait　6vident　que　quelqu’un　le　regardait．　C’6tait，　en　effet，　madame　de　Chasteller，　qui

se　disait：《Ah！voila　mon　leune　o伍cier　qui　va　encore　tomber！》　Elle　le　remarquait

souvent，　comme　il　passait；sa　toilette　6tait　parfaitement　616gante，　et　pourtant　il　n’avait

rien　de　gourm623）．

ベルナール・フルニエは引用したこの一節全体を語り手の介入と見倣している24）。確かに，フル

ニエが指摘するように，ヒロインが実質上，物語の中に登場するのは，第十五章に始まる舞踏会

の場面まで持ち越されていると言ってよい。しかし，上の引用文に見受けられるような語り手の

介入は，スタンダールが恋愛の場面を語る場合，よく用いられるタイプの介入であり，語り手が

介入するとしたら，それは読者についたての向こう側を覗かせるためである。この操作を終える

と，物語世界を壊すことなく語り手は早々に退場し，直接再現されたヒロインの独白に，馬上の

リュシアンに関する彼女の印象を表現した自由間接文体が続くと，読者は知覚の中心となってい

るのがヒロインなのか，語り手なのか，判別がつかなくなってくる。シャステレール夫人は主人

公リュシアンを観察する者として物語の中に導入され，こうして彼女は「無から脱して，登場人

物の身分を得る25）」。

二度の落馬の間に位置するいくつかの場面では26），リュシアンは知覚する主体として留まって

いる。ある場面では，ポンルヴェ邸が新たに彼の目を通して描かれるが，今度は門の上に彫られ

た金文字を主人公が確認するという形で，その館がポンルヴェ邸であることが明示される。また，

これらの場面では，緑の鎧戸が固く閉ざされたままであることも指摘しておきたい。リュシアン

が馬から落ちるのは「見られている」時だけであり，落馬するや彼は見られる対象に転ずる。彼

を観察する者一即ち，シャステレール夫人一の不在は，彼に対する内的焦点化という語りの

’方法によって強調されていると言えよう。

こうしてひとつの恋愛の物語が始まる。バチルドの窓を挿んで恋人達の視線が交錯し，次から

次へと移行する語りのパースペクティヴがこの眼差しの戯れを維持している。ナンシー到着早々

に馬から落ちるというのは，このパリ育ちの青年にとって苛酷な始まり方である。しかし，既に
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結唱作用は起こりつつあり，運命の歯車が動き出す。「不幸」というものは裏返しの幸福ではない

だろうか？

昼間ポンルヴェ邸の前を通る時，リュシアンは必ず馬に乗っており，自分が見られていると感

じるや否や落馬している。マルシーイ侯爵家の舞踏会で初めてシャステレール夫人と差し向かい

で時を過ごした翌々日，リュシアンは，観察されることを恐れることなく，「彼女の可愛いモスリ

ンのカーテンを遠くから眺める27）」ために，今度は徒歩で，そして夜，ラ・ポンプ街を訪れる。

この夜間の訪問は第十五章に位置している28）。語り手は魅力的な情景を再現することに喜びを

見出しているかのように，ここではその語る行為において控え目な態度を取っており，主人公の

行動や感情が語り手の解説なしで語られている。街灯と部屋の明かり，ろうそくが消され，リュ

シアンの煙草の火だけが見える一これらの光体はリュシアンの足音と共に場面の深い闇を浮彫

りにする。夜の闇と静寂一スタンダールの主人公達の内省には必要不可欠な要素であるが一

は，内気な恋人を庇護し，落馬と屈辱の場であったラ・ポンプ街を瞑想と夢想の場に変える。

ところが，夜の闇はリュシアンを庇護する一方で裏切っている。パラグラフが変わり，昼間と

同じように窓辺に件むヒロインの姿が照らし出される。彼女はリュシアンの足音を窺い，彼の煙

草の火の動きを目で追っている。つまり，この場面は同時進行する出来事の物語，並行な物語

（r6cit　parall61e）とも呼ぶべきものの好例を与えてくれる。簡潔な語り手の介入一我々が既に

述べたような型の介入29）一を間に挿んで，先ず第一パラグラフでリュシアンの行動が語られ，次

に二つめのパラグラフでシャステレール夫人が描かれる。二つのパラグラフの各々に示された時

間（「十時半3°）」）が語られている出来事の同時性をよく表わしている。言い換えれば，ここでは僅

かながらではあるが時間のねじれが生じているのであり，このように物語を遡る方法は，登場人

物の過去を語る場合と共に，通常，物語内容の年代順に展開されるスタンダールの語りにおいて，

唯一の「後説法（analepse）31）」である。

リュシアンの夜の散策が三度目に語られる時32）一一今度は括復的物語言説の形で33）一，彼は

もはや直接読者の前に登場せず，ヒロインの知覚を通してのみ存在するものとなる。シャステレ

一ル夫人は煙草を吸うリュシアンの仕草を真似ながら，「見られることなく見る」喜びに身を委ね

る。彼女の窓の向かい側の石に坐したりユシアンと隠れて彼を見つめることの喜びに耽るバチル

ドーラ・ポンプ街は再び転じて，間接的な交信の場，それも不均衡な交信，敢えて言うなら一

方通行の交信の場となる。なぜならリュシアンは自分が見ちれていることを，自分が見ていると

思っているその同じ時に実際は知覚の対象でしかないことを知らないからである。真の「窃視者」

はバチルドであり，この隠れん坊の勝者は彼女の方である。

Si，dans　ce　silence　profond　et　universel，　Leuwen　eOt　eu　le　g6nie　de　s’avancer　sous　sa
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fenetre　et　de　lui　dire　a　voix　basse　quelque　chose　d’ing6nieux　et　de　frais，　par　exemple：

《Bonsoir，　madame．　Daignerez－vous　me　montrer　que　je　suis　entendu？》

Tr6s　probablement，　elle　lui　eOt　dit：《Adieu，　monsieur　Leuwen．》Et　I’intonation　de　ces

trois　mots　n’eQt　rien　laiss6　a　d6sirer　a　l’amant　le　plus　exigeant34）．

これは，リュシアンの第二の夜の散策の場面を締め括る語り手の介入である。このような，恋

愛のプロットを語る時に重要な役割を果たしている介入一条件法を用いた介入一はヴィクト

一ル・プロンベールによって見事に分析されている35）。このタイプの介入は第一に登場人物を批判

するための手段となっている。読者にリュシアンが味わうことが出来たはずの幸福を垣間見させ

ることで，語り手は手厳しい批評家としてリュシアンの失敗や誤りを指摘し，彼の経験不足を暴

いている。しかるにその彼がシャステレール夫人の心を射止めることが出来たとしたら，それは

まさにこの彼の純真さゆえであり，語り手の指摘は実は主人公に対する批判ではなく，寧ろ意地

の悪い読者に対する牽制であり，無垢な登場人物を守るためのカムフラージュなのである36）。実際

にラ・ポンプ街で起こっていることを叙述する代わりに，語り手はもうひとつ別の恋愛の情景を，

一見するとより幸福な，けれど（物語内容のレヴェルにおいては）架空のものでしかない情景を

作り上げた。それはあたかも語り手が恋人達を各々の自分だけの喜びに，「見られることなく見る」

幸福に残して姿を消してしまったかのようである。条件法を用いた語り手の介入が作る虚構の情

景というついたてのお蔭で，恋人達は読者の無遠慮な視線を逃れているのであり，そのように考

えると，この条件法の介入は，一種の省略法（ellipse）37）一最小の表現で最も多くのことを言う

方法，即ち，小説家に幸福を語らずに済ませてくれる方法一一と見倣すことが出来よう。内気な

恋人達は白昼差し向かいで会うよりも，未だバチルドの窓を間に距離を置いて恋し合う方を好む

のである。

II．『緑の猟人』亭

S’ils　n’eussent　pas　6t6　dans　une　clairi6re　du　bois，［．．．］Leuwen　1’eOt　embrass6e，　et　en　v6rit6

elle　reOt　laiss6　faire．　Tel　est　le　danger　de　la　sinc6rit6，　de　la　musique　et　des　grands　bois38）．

7　　リュシアンとシャステレール夫人が物語の中で二度散策に出かける『緑の猟人』亭は，この小

説の中の最も特権的な場所である。この和合と協調の場を舞台とする二つの情景は，それぞれ第

二十三章と第二十六章に挿入されている。いずれの場合も，場面の冒頭では恋人達の感情が食い

違った状態にあることを先ず断っわっておきたい。このドイツ風のカフェで最初の宵を過ごす前
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の段階においては，恋人達は自らの猜疑心に悩まされており，リュシアンはかの「疑い」一シ

ヤステレール夫人がビュザン・ド・シシール中佐の愛人であったのではないかという疑い一に

苦しみ，シャステレール夫人は自分の心の中に生まれつつある感情に戸惑いを覚えている。他方，

二度目の散策については，リュシアンがベラール嬢の存在によって引き起こされた「結晶作用の

崩壊（d6cristallisation）39）」を味わった後のことであり，バチルドは女性の慎しみと恋心の間で尚

も揺れながらも散策に赴いている。このような危惧の念，疑心，ためらい等は美しい場所の魔法

にかかってかき消される。『緑の猟人』亭を舞台とする二つのエピソードは実際，物語のひとつの

頂点を構成していると考えられる。しかるに，これらの魅惑的な宵，「無感動な心の仇敵4°）」であ

る宵は，感動的な情景であるだけに，幸福な時を語る小説家にとって危険なものであると言わざ

るを得ない。

確かに，この二つの場面は巧みに創ちれている。「当地のティヴォリですよ……41）」と，到着早々

から既にナンシーの街にうんざりしているリュシアンに向かって，宿駅長ブシャールは言った。

このように，その名が初めてテクストに現われた時から，『緑の猟人』亭は森＝自然の中に位置す

るということによって，陰欝で不毛な街と対照をなす例外的な場所として特色づけられている。

ナンシーの上流階級の人々は，このビュレルヴィレールの森へ野遊びに出かける42）。従って，『緑

の猟人』亭は半ば公けの場所であるが，その一方で森と薄暮に庇護された場所でもある。木陰と

暮れようとする太陽に守られて，恋人達は世間の目にさらされることを恐れることなく互いに心

を開くことが出来る。二度の宵共に，セルピエール家への訪問が『緑の猟人』亭への散策の前奏

となっていることも付け加えておきたい。そして，セルピエール家の令嬢達，殊に姉娘のテオド

ランドは，モーツァルトの音楽と共に心地良い随判の役割を演じている。自然と音楽と好感の持

てる女友達一このような極めてスタンダール的な背景のもとに，恋人達の会話が直接話法で再

現され，視点はリュシアンからシャステレール夫人へ，夫人からリュシアンへと移行し続ける。

リュシアンは，言葉以上にその心を語るバチルドの目を見つめ，彼女は彼の率直さに心を動かさ

れる。ここで興味深い点一いくつかの語り手の介入によって明らかにされる点一は，愛する

相手の心をより鋭く正確に見抜いているのが，リュシアンではなく寧ろヒロインの方であるとい

う点である。第一の場面の終わり近く，恋人達が互いに打ち解け合った所で，自らその情景に感

動した語り手は次のように叫ぷ。

C’est　pour　ces　rares　moments　qu’il　vaut　la　peine　de　vivre43）．

確かにそうも言えるかも知れない。しかし，このような介入は，ある意味では場面全体をも危う

くし兼ねない介入であるということも言っておかねばなるまい。

『緑の猟人』亭における宵のようなエピソードを語る語り手は，その務めとして，読者の内に
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登場人物と同じ感覚を引き起こし，幸福の雰囲気に浸らせなければならない，つまり，ひと言で

言うなら読者を感動させなければならないのである。そして，もし語り手がその試みに失敗すれ

ば，主人公の幸福は滑稽なものとなってしまう。しかるに，ここで，語り手一そして，その背

後に居るスタンダールー一は，登場人物に共感する余り，もはや単なる物語の管理者ではなくな

っている。語り手は自分の役割を忘れて物語に介入し，主人公を蔑ろにし，そして彼の幸福を我

物としている。既にこの場面の冒頭から，登場人物の行動や心理と語り手の感情とが判別し難い

程に錯綜しており，例えば，森の描写の中で自然を修飾しているいくつかの形容詞が誰の感情を

表わしているのか判断がつかない44）。音楽の選択一モーツァルトの音楽一に至っては全く恣

意的なものでしかない。果たして読者がこの情景に心を動かされるか否か，主人公や語り手と共

に，「誠実さと音楽と深い森の罠」にかかるか否か，それは読者自身の感受性に，更にはその時の

気分に依るのであって，読者を退屈させない確かな方法など存在しない。小説家としてのスタン

ダールはこのような問題を認識しており，第二十七章で恋人達の幸福を描かずにおいたのも，こ

のようなことが理由のひとつとなっていると考えられる45｝。しかもスタンダールが語り手の背後

から敢えて自分自身の感動に身を任せることは寧ろ稀であると言ってよい。満ち足りた恋人達は

世間を忘れ，この世に存在するのは彼ら二人きりである。しかるに小説家は読者という名の気ま

ぐれな存在を決して忘れることはない。なぜなら，小説家は彼らに向けて書いているのだから。

リュシアンの凡そ英雄的とは言い難い初陣が終わって，シャステレール夫人はベラール嬢の付

き添いなしで，即ち邪魔な第三者なしでリュシアンを自分の図書室に迎えるようになる。こうし

て二人の間には完壁な親密さが成立し，この幸福な時の新たな舞台となるシャステレール夫人の

図書室が，我々の第三の，そして最後の幸福の場である。

この図書室へのリュシアンの訪問の物語は，二つのシークェンスを形成している。一方は第二

十八章に，他方は第三十二章にほぼ対応し，第一のシークェンスでは，最初の訪問，親密な日々，

仲たがい（リュシアンがバチルドの手に接吻したため。）が語られ，第二のシークェンスにおいて

は，和解と再び仲睦まじい日々の様子が描かれる。二つのシークェンスの間には，ドカンクール

家の夜会の場面が位置し，そこでは，恋人達とドカンクール夫人が見つめ合い，観察し合い，ラ・

’　ポンプ街の場面同様，多元焦点化（multi・focalis6）された物語言説がそのような眼差しの戯れを

裏打ちしている。ここで第二のシークェンスの終わりの方，「ルーヴェンの生涯の最も素晴らしい

時期46）」を再現した件の一部分を引用してみよう。
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11voyait　Mme　de　Chasteller　tous　les　jours；ses　visites　duraient　uel　uefois　deux　ou

trois　heures，　au　grand　scandale　de　Mlle　B6rard．　Quand　Mme　de　Chasteller　se　sentait　hors

d’6tat　de　soutenir　une　conversation　un　peu　passable　avec　lui，　eUe　lui　proposait　de　jouer

aux　6checs．　Quel　uefois，　il　lui　prenait　timidement　la　main，塑meme　il　tenta　de

rembrasser；［＿］．

Ils　se　parlaient　de　tout　avec　une　sinc6rit6，　parfaite，　qui　uel　uefois　eat　sembl6　bien

impolie　a　un　indiff6rent，　et　toujours　trop　naive．［．．．］Souvent　un　petit　mot　indirect　amen6

par　la　conversation　les　faisait　rougir；alors，　il　y　avait　un　petit　silence．　C’6tait　lors　u’iI

se　prolongeait　trop　que　Mme　de　Chasteller　avait　recours　aux　6checs47）．

我々はこのようなタイプの物語言説を，既に『赤と黒』に関する試論の中で分析したことがあ

る。これは，ジュネットが「括復的物語言説（r6cit　it6ratif）48）」と名付けたもので，数回起こっ

た出来事を一度だけ語る手法である。リュシアンの連日の訪問を語る二つのシークェンスにおい

て，いくつかの訪問　　最初の訪問，仲たがい，あるいは和解の日の訪問　　は，その単一性が

考慮され「単起的情景（sc6ne　singulative）49）」を構成するのに対し，親密な日々の訪問は，単起

的，あるいはそれ自身括復的なヴァリエーションを伴った括復的物語言説の形で統合されている。

　　　，ｱのような「括復法／単起法（it6ratif／singulatif）」の対照は，先に触れたような，リュシアンの

夜の散策の語りにも見受けられる5°）。これもまた，物語内容のレヴェルにおいては，繰り返し起こ

った出来事である。最初の二つの場面が単起的情景であるのに対し，第三の場面は括復的物語言

説で語られており，シャステレール夫人が窓辺で過ごした複数の夜の情景を一度だけ描いている。

このように「物語の頻度（fr6quence　narrative）51）」に特に注目してテクストを分析すると，リュ

シアンの図書室への訪問を語った部分については表1を，また恋愛の物語全体については表2を

得ることが出来る。

表1．

最初の訪問……単起的情景

@　　↓

e密な日々……括復的物語言説

@　　↓

№ｽがい……単起的情景

@　　：
…i　ドカンクール家の夜会
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@　　…
　　i
@　↓

a解……単起的情景

@　↓

e密な日々一一一一…括復的物語言説

表2．

最初の落馬一単起法

ナンシー到着後の数日間一単起法

駐屯地での生活（倦怠の日々）一括復法

決闘（メニュエル）一単起法

デュ・ポワリエの出現とナンシーの社交界一単起法

再び倦怠の日々一括復法

二度目の落馬一単起法

シャステレール夫人についての情報と幾度かの出会い一単起法

マルシーイ家の舞踏会一単起法

舞踏会の後数日間一単起法

窓辺のバチルドー括復法

『緑の猟人』亭（1＞一一単起法

再び恋人達の擦れ違い一単起法

『緑の猟人』亭（2ト単起法

リュシアンの初陣一単起法

幸福な恋人達（1ト括復法

仲たがい一単起法

ドカンクール家の夜会一単起法

和解一単起法

幸福な恋人達（2ト括復法

ドカンクール夫人のリュシアンへの恋情とナンシーの青年貴族達の反感一単起法

『リュシアン・ルーヴェン』の第一部においては，その第二部や『赤と黒』に比べて，括復法

の切片が物語の中でより広がりを持ち，単起的情景に対して自律性を保っているという点が特徴

的である。括復法は先ず物語の最初の三分の一（リュシアンの二度目の落馬，即ちヒロインが再
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登場するまでの十二章。）においては，駐留部隊の生活の中の退屈な毎日を喚起するために用いら

れている。「玉突きをしたり，カフェで酔っぱらったりして夜を過ごす52）」という類の場面が，習

慣と反復の法である括復法で再現されると，平和な時代の軍人の生活に対する嫌悪感と倦怠に浸

り切った主人公の姿が鮮明に浮かび上がって来る。いくつかの単一の出来事一決闘，デュ・ポ

ワリエの出現，そして二度の落馬でさえも一は，物語内容のレヴェルにおいて主人公の気を紛

ちわせるような「事件」となっている一方で，同時に何ら展開のない物語言説を活気づける役割

をも果たしていると言える。しかるに，物語が進行し，恋人達が親密になるに連れて，括復法は

幸福な時を語るのに当てられるようになる。その上括復法で表現された幸福の絵図は，『赤と黒』

においては単起的情景に従属した幕間，つなぎ目部分でしかなかったのに対して，ここではより

本格的に展開され，しばしば「情景（sc6ne）」となり，テクスト全体に広がちんとし始める。恋

人達の幸福は早々とバチルドの図書室に腰を落ち着けてしまっている。二人が結婚するまでに，

尚，二部，三部と語ろうという小説家の意図にも拘わらず53）。仲たがいから和解へ，という移行が

繰り返され，そして第三十三章から，ドカンクール夫人のリュシアンへの熱烈な恋情や彼に対す

るナンシーの青年貴族達の反感等によって，物語の筋は新たに錯綜し出す。そして第三十六章に
●　　　●　　　●

おいてリュシアンが，「彼にとって幸福の可能性が存在する世界でただひとつの場所54）」であるナ

ンシーを追われることになったとしたら，それは小説家が物語を続けるため，幸福な結末を遅ら

せるためであった。リュシアンをこの世の楽園，シャステレール夫人の図書室から追い出したか

ったのは，デュ・ポワリエでもサンレアル氏でもなく，先ず誰より小説家自身であったのだろう。

終わりに，リュシアンのヒロインの家への訪問を語る括復法の切片のひとつを引用してみよう。

Elle　exigeait　qu’il　ne　lui　parlat　pas　ouvertement　de　son　amour，　mais　en　revanche　souvent

elle　plagait　la　main　dans　son　6paulette　et　jouait　avec　la　frange　d’argent．　Quand　elle　6tait

tranquille　sur　ses　entreprises，　elle　6tait　avec　lui　d’une　gaiet6　douce　et　intime［＿］55）．

幸福を語る時のスタンダールは雄弁であるとは言い難い。彼は幸福とはどんなものであるか説明

したりしないし，幸福を分析したり，あるいは，読者を説き伏せようとしたりすることもない。

寧ろ，『緑の猟人』亭のエピソードにおけるように，自らの感情に身を委ねるか，または落ち着い

た語りの枠組の仲で幸福な恋人達のちょっとした日々の出来事を記すことで留める方を好んだ。

バチルドの窓の下で煙草の煙を煉らせるリュシアン，彼の縁飾りを弄ぶバチルドーこのような

主人公達の他愛のない行為の物語には，いかなる哲学的な論述も，いかなる倫理的な考察も入り

込む余地がない。大切なのは読者を納得させることではなく，感動を伝えることだ。レオン・ブ

ルムの言にもあるように，スタンダールは分析家ではあるけれども，同時に，常に芸術家なので
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